
地域内資源を循環利用する 

省資源型農業確立のための研究開発（新規） 
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＜内容＞ 

１．省資源型農業のための有機資材とその利用技術の開発 

家畜ふん等を用いた肥料的価値の高い有機資材とその有効利用技術を開発します。 

 

２．省資源型農業の生産技術体系の確立 

ア 省化学肥料型 

 土壌蓄積養分の肥効評価や有効利用による省化学肥料技術を開発、実証します。 

 

イ 有機農業型 

 有機農業の実践場面における省資源技術等の科学的解明を行い、有機農業におけ

る作物、土壌、生物相等の管理指標を提示するとともに、有機農業における栽培技

術体系を促進します。 
 

＜実施主体等＞ 
   実施主体  民間団体等 

   実施期間  平成２１年度～平成２５年度 

 
[担当課：農林水産技術会議事務局研究開発官（食料戦略） （０３－３５０２－２５４９（直））] 

肥料価格の高騰に対応した、省資源型農業体系の推進に向けた研究開発を行

います。 

対策のポイント 

○リン投入量を２割削減する生産技術を開発 

○化学肥料を全く使わない有機農業では、慣行農産物より生産費を

２～３割高に抑制した技術体系を確立 

政策目標 

（肥料原料価格の高騰） 

肥料原料価格は過去５年間で約２～３倍、特にリンの価格は過去１年間で約２倍に高騰。
 

（省資源型農業とは） 

地域内資源の循環利用の促進により、輸入肥料原料等に依存しない農業です。 


